
 

 

国土交通大臣 

斉藤 鉄夫 様 

 

 

 

 

新空港線整備と蒲田のまちづくり 

に関する要望書 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 田 区 



 

平素より、大田区行政に対して格別のご高配を賜り、厚
く御礼を申し上げます。 
大田区は、日本の空の玄関口である羽田空港を擁す

る自治体として、新飛行ルートを含め、国土交通省が行
う航空施策に対し、できる限りの協力をしてまいりました。 
羽田空港の役割は、「観光立国推進基本計画」にお

いて国が取り組んでいる、観光立国の復活に向けたイン
バウンドの回復、国内交流拡大などの視点からも、これま
で以上に重要になってくると認識しております。 
また、羽田空港に近い蒲田については、観光庁から

訪日外国人旅行者を受け入れるための主要拠点の一
つに選定され、官民が連携し、旅行者受け入れのための
環境整備の拡充に向けた取組も進めてまいりました。 
羽田空港へのアクセスを強化するべく、大田区は平

成 28 年 4 月の交通政策審議会の答申において「国際
競争力の強化に資する路線」に位置づけられた新空港
線に関して、関係者との協議・調整を重ね、令和４年６月
に同答申において課題とされていた、都市鉄道利便増
進事業の地方負担割合について東京都と合意、10 月
には整備主体となる羽田エアポートライン株式会社を設
立し、新空港線の整備実現に向け大きく動き出したところ
です。 
新空港線は、既存の鉄道ネットワークの強化、大規

模自然災害時の代替ルートの確保、首都圏各都市から
の羽田空港へのアクセス強化など、様々な効果が期待
されております。 
加えて、鉄道整備とまちづくりは車の両輪であり、新空

港線の整備とあわせて沿線のまちづくりも推進し、これまで
以上に魅力ある大田のまちをつくっていくことが重要であ




